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日 時  ２０１９年７月５日（金）午前１０時 
 

場 所  第２、３、４、５会議室 

 

議 題 

 

１．月間活動報告 
 

２．議案審議事項 
請願第 2号 ２０２０年度使用の小学校教科書採択に関する請願 
議案第17号 第１８期町田市立図書館協議会委員の委嘱について 
 
３．臨時代理報告 
臨時代理報告第4号 町田市立小学校教科用図書調査協議会委員の委嘱及び解任について 
 
４．報告事項 

（１）中学校給食無料試食会事業について            《保健給食課》 
（２）自由民権資料館2019年度特別展 「町田の近代と青年」の開催について 

《生涯学習総務課》 
（３）「平和祈念事業」の開催について          《生涯学習センター》 
（４）「POPコンテストまちだ  2019」の開催について         《図書館》 
（５） 大日本タイポ組合展「文ッ字－いつもの文字もちょッと違ッて見えるかも－」

の実施報告について                     《図書館》 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



月 日 曜

6 3 月 教育委員会第3回定例会 ○ ○ ○ ○

6 木 市議会本会議（提案理由説明） ○

8 土 障がい者青年学級開級式（土曜学級）（生涯学習センター） ○

中学校体育祭 ○

9 日 障がい者青年学級開級式（ひかり学級）（ひかり療育園） ○

11 火 市議会本会議（一般質問）6/11～14・17 ○

15 土 道徳授業地区公開講座（山崎小学校） ○

16 日
『町田市立博物館最終展』クロージング＆テイクオフ・イベント
（町田市立博物館）

○

17 月
東京都立町田高等学校　学校運営連絡協議会（町田高等学
校）

○

18 火 市議会本会議（質疑） ○

20 木 定例校長会 ○

中学校学校経営研修会 ○

22 土 道徳授業地区公開講座（南第四小学校） ○

28 金 本会議（表決） ○

30 日 第４０回町田市消防団ポンプ操法大会（町田消防署） ○

7 1 月 市教委訪問(大蔵小学校) ○ ○ ○

2 火 町田市生活安全協議会 ○

3 水 市教委訪問(木曽中学校) ○ ○ ○

4 木 校長役員連絡会 ○

主　な　活　動　状　況
2019.6.3～2019.7.4

期日
活動内容
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講頗弟
・2号

291,年
を
月
肇尋2020年度使用の小学校教科書採択に関する請願

町田市教育委員会教育長様

住所

`                   連絡先■             ｀

■            ___
氏名

(請願の要旨)

l H丁閲市教育委員会の責任において、Z020年 度使用の小学校教群書にっいて「主体
的・対話的で深い」検討を加え、‖丁田市小学生に及ぼす重大な問題点を明らかにするよう

求めます。

2 教科書採択の現行制度を改め、既に国際標準とされているように 教ヽ員による採択制度
とするよう文部科学省、東京都教育委員会に申し入れるよう求めます。

3 当面する採択においては、教員の意見を最大限尊重することを求めます。その際、教員
の意見表明に対して「批判的記述の禁止」など制約をしないまう求めます。又、勤務時FF尾

内で調査できるように保障するよう求めます。

4 採択の投票については、無記名とせず各委員の責任を明確にし、記名投票することを求
めます。

(請願理由)

1 2020年 度使用の小学校教科書は、日本国憲法から逸脱する重大な問題が見られま
す。教育出l板 6年社会で「憲法改正の論議」として明らかに誘導的な、現政権が主張する

ような説明文が載つており、児童が誤角軍するおそれがあります。又、東京書籍 6年社会で

`ま '新
聞を読もう」のテーマなのに取り立てて、安僣首相が r改憲呼びかけ」という記事

が トップに載つています。学習指導要領ですら改憲には触れていないのにです。この間の

安倍政権が、安保法制 (戦争法)の閣議決定から3負行可決まで、憲法第 10章「最高法規」
第 99条「天皇又は摂政及び国務大臣、国会議員、裁判官その他の公務員は、この憲法を
尊重し族護する義務を負ふ」を全く無視し、憲法を守る義務のある首相が改憲(″)旗を振る

という違憲状態が続いています。

この他、廣済堂あかつき5年道徳「身近にある法やきまり」は、憲法の核心である基本

的人権を全面的に捻じ磯げて押し付けています。各社の社会 5(6年 「領土F口写題」は検定
によつてl析定的、〕常他的、攻撃的で危険な内容になつています。東京書籍 6年社会「平和

主義」は集団的自衛権を示唆する表現です。こうして憲法の理念に反する、政権の見解の

数々を与甲し付けています。ヽ      下

1976年 学カテスト事件最高裁判決‡ま以下のように指摘します。「本来人間の内面的
価値に関する文化的な普みとして党派的な政治的観念や不ll害 によつて支配されるべきで



ない教育にそのような政治的影響が深く入り込む危険があることを考えるときは、教育

内容に対する右のごとき国家的介入について
'了

まできるだけ抑制釣であることが要請され

る雲

当然、文部蒋学省も田r田市教育委員会も憲法擁融の義務を負うのですから、こうした逸

脱偏向について、検定に合格しているとの理由で検討を放棄することは、町田市の小学生

に対する責務として許されないのではないでしょうか。最早、選択という結果だけを任務

とするだけでは済まされない現状を認識し、勇気をもつて「主体的。対話的で深い」審l鍵

をされるよう求めます。

又、各社とも授業の展開について、話し合いましょう、パネルディスカッション、演じ

ましょう、表彰状を貝曽りましょう、など詳紳具体的に指示しています。授業ではどういう

問い掛けをするかは根本的な課題で、教員の力量の見せどころです。アクティブラィニン

グという教育方法の一律の押し付けは授業の工夫を衰退させ、教員の「主体的・対話的で

深い」研究をかえつて阻害するのではないかと危惧します。'

2 教科書の内容が政権にⅢⅢ度するものに変化して来たのは、教育現場【らまり教員の意見
が出版社に届かなくなつたことが一つの要因でしょう。斑に1966年 、二LO・ ユネスコ

は「教員の地位に関する勧告」で「教員は教材選択と採用、教科書の選択、教育方法の採

漏などについて主要な役割が与えられるべきである」と述べています。

3 いわゆる「つくる会と「日本会議」「教育再生機構」によつて作られた、憲法から逸脱す
る教科書への批判を回避するために、教員の評価に対し「批判的意見ではなく、良い所を

書く」との制約がされました。教科書の評価という複雑で専門的な検討に対して機械齢、

画一的な枠をはめるなど論外です。自由記述とすべきですj

4、  教育委員は、議会で承認されたれつきとした公人であり報酬も税金です。責務を自覚
し遂行しているのですから自らの判断は、しつかりと責任を持つて表明すべきです。



議案第１７号 

 

 

 第１８期町田市立図書館協議会委員の委嘱について 

 

 

上記の議案を提出する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

                   ２０１９年７月５日提出 

                                        町田市教育委員会 

                                         教育長 坂本 修一 

 

 

 

 

（提案理由説明） 

本件は、２０１９年７月３１日付けで第１７期町田市立図書館協議

会委員の任期が満了することに伴い、町田市立図書館協議会条例第２

条及び第３条、町田市立図書館協議会条例施行規則第２条の規定に基

づき、第１８期委員として委嘱するものです。 

なお、任期は２０２１年７月３１日までです。 

 

 

 

 

 

 



第１８期町田市立図書館協議会委員名簿 

 

選出区分 氏   名 所 属（役職名等） 任期等 

学識経験を 
有する者 澤井

さ わ い

 陽
よう

介
すけ

 
国士舘大学 

（体育学部 教授） 

2019 年 8 月 1 日～
2021 年 7 月 31 日 

学識経験を 
有する者 松本

まつもと

 直樹
な お き

 
慶應義塾大学 

（文学部 准教授） 

2019 年 8 月 1 日～
2021 年 7 月 31 日 

学校教育の 
関係者 小澤

お ざ わ

 智
とも

幸
ゆき

 
町田市公立小学校長会 

（山崎小学校） 

2019 年 8 月 1 日～
2021 年 7 月 31 日 

学校教育の 
関係者 岩田

い わ た

 哲生
て つ お

 
町田市公立中学校長会 

（小山田中学校） 

2019 年 8 月 1 日～
2021 年 7 月 31 日 

社会教育の 
関係者 清水

し み ず

 陽子
よ う こ

 
町田の図書館活動をすすめ

る会 

2019 年 8 月 1 日～
2021 年 7 月 31 日 

社会教育の 
関係者 鈴木

す ず き

 真
ま

佐
さ

世
よ

 
町田の図書館活動をすすめ

る会 

2019 年 8 月 1 日～
2021 年 7 月 31 日 

社会教育の 
関係者 石井

い し い

 清
きよ

文
ふみ

 
ＮＰＯ法人 まちだ語り手

の会 

2019 年 8 月 1 日～
2021 年 7 月 31 日 

社会教育の 
関係者 吉田

よ し だ

 和夫
か ず お

 社会教育委員 
2019 年 8 月 1 日～
2021 年 7 月 31 日 

社会教育の 
関係者 小西

こ に し

 ひとみ 町田音訳グループ・朗奉 
2019 年 8 月 1 日～
2021 年 7 月 31 日 

家庭教育の向
上に資する活
動を行う者 

若色
わかいろ

 直美
な お み

 
ＮＰＯ法人 子ども広場あ

そべこどもたち 

2019 年 8 月 1 日～
2021 年 7 月 31 日 

 



 
 

中学校給食無料試食会事業について 

 

１ 事業の目的 

2017 年 7 月に実施した「中学校給食に関するアンケート」結果では、「給食が良い」「どちらかといえば

給食が良い」という生徒が 22.8％、保護者が 56.2％でしたが、2018 年度末の中学校給食の喫食率は

10.4％であり、利用したい生徒が利用していない状況にあります。 

市では、栄養バランスの取れた中学校給食を提供していますが、生徒自身が給食もしくは家庭弁当を

選択できる環境を整えることが重要であると考えています。市の中学校給食においては、選択制の主旨

から約半数の生徒が給食を利用している状況を目指し、2019 年度末時点で喫食率 30％を目標とします。 

そのため、市立中学校 19 校に通う中学生を対象に「中学校給食無料試食会」を実施し、多くの生徒に

実際に給食を食べてもらうとともに、試食会後のアンケートからの改善提案を参考に、給食を希望する生

徒がより利用しやすくなるよう、さらなる環境づくりを進めます。 

 

２ 事業の内容 

・市立中学校 19校に在籍する中学生（約 10,500 人）に対し、1週間（5日間）無料で給食を提供します。 

・試食後、全生徒にアンケートを実施し、中学生が考える改善に関する意見やアイデアを収集します。 

・保護者を対象に無料試食会への参加を募り、試食後、改善に関する意見やアイデアを収集します。 

・試食後に引き続き、給食を希望する生徒に対し、給食を 2食分無料提供します。 

・これまで給食を注文する際の払込票は、最少でも 20 食分（1 ヶ月程度）でしたが、新たに 5食分（1週間

程度）を導入し、気軽に注文することができるようにします。 

 

３ 実施期間 

  ２０１９年９月から２０２０年１月頃まで 

 

４ スケジュール 

 

 

年

月 7 8 9 10 11 12 1 2 3

市

学校

生徒

保護者

2019 2020

無料試食会の実施

（周知、申込集計、業者調整）

アンケート

集計

無料試食会の実施

中学校給食の無料試食、改善内容の検討、

市への提案

無料試食会の実施・試食後アンケート回答

P R

パンフ
作成

無料試食会

事前PR

少額で利用可能な払込票の導入

無料試食会

事前PR

無料試食会

事前PR

給食２食分無料提供

報告事項－１ 
（保健給食課） 



報告事項－２ 

（生涯学習総務課） 

自由民権資料館 2019 年度特別展 

「町田の近代と青年」の開催について 

 

１ 開催趣旨 

「青年」が若い人を表す言葉として使われるのは、明治10年代以降です。その「青年」という言葉に新

たな概念を持たせる契機を作ったのは、旧来の日本を一新して新しい日本を建設する立志の青年とい

う考え方を提示した徳富蘇峰です。明治 20 年代の町田市域でも大成会（町田村）や小山田青年会等

の青年結社が組織され、演説・討論会を頻繁に開くなど活発に活動しています。日清戦争を機に国を

下支えする存在としての期待が増した青年は、精神・道徳の修養に努め、あるべき理想の姿を追い求め

ています。また、明治後半に旧村単位で発足した青年会は、大正期に村単位にまとめられ、青年団と改

称します。青年たちは、奉仕活動等で地域社会の一翼を担い、学習活動・運動会で心身を鍛えるなど、

集団を通して自己を形成していきました。 

本展では、明治初年から戦後まで社会が大きく変化し続けた日本の近代において、町田市域の人

びとが多感な青年期に何を考え、訴え、行動したのかを紹介します。 

＊本展の準備に際して、当館主催の講座を卒業された方々に史料解読作業や聞き取り調査などを

進めていただき、その成果も盛り込んだ展示となっています。 

２ 開催期間：7 月 13 日（土）～9 月 29 日（日）  

３ 休 館 日：月曜日（祝日の場合は翌日休館） 

４ 会    場：町田市立自由民権資料館企画展示室 

５ 広  報：『広報まちだ』7月 1日号、『生涯学習 NAVI』夏号、ＨＰ、ポスター・チラシ 

６ 関連事業：【講演会】  定員 50 名、当日先着順 

①  日時： 7 月 27 日（土） 午後 2時～4時 

 演題： 「自由民権運動と〈青年〉」 
 講師： 和崎光太郎氏（浜松学院大学短期大学部専任講師） 
②  日時： 8 月 31 日（土） 午後 2時～4時 
 演題： 「大衆消費社会の到来に対峙する農村青年 

―1920-30 年代の鶴川小学校『同窓会雑誌』を手がかりとして―」 
 講師： 上田誠二氏（横浜高等教育専門学校専任講師） 
③  日時： 9 月 21 日（土） 午後 2時～4時 
 演題： 「鶴川における青年の活動と意識」 
 講師： 中溝正治氏（元町田市立鶴川中学校校長） 

【ギャラリートーク】 

講師 ： 自由民権資料館学芸担当 

日時 ：７月 20 日、8月 3日・17 日、9月 14・28 日、全て土曜日、午後 2時～3時 

                      

 

 

 

 

 

 

  

 

                
石阪公歴の「天縦自記」 

（川崎市麻生区・西城英一郎家） 

「小野路青年会第一回一夜講習会紀念」 

（小野路町・細野利平家） 

能ヶ谷青年団・凌霄会の楽隊 

の太鼓（能ヶ谷神社） 







報 告 事 項 －３ 

（生涯学習センター） 

 

「平和祈念事業」の開催について 
 

１ 趣 旨 

生涯学習センターでは、毎年 8 月の第 1 週頃に「夏の平和イベント」と称して平和

祈念事業を実施しています。当時を語れる方々は高齢化し、継承が年々難しくなって

います。町田および日本が経験してきたアジア･太平洋戦争の記憶を振り返るととも

に、現代における平和のあり方を考える機会とするため開催します。 

今回は、「戦争を知らない世代が次の世代へ継承していく方法を探る」をテーマとし

て、企画展の開催や戦争体験者と非体験者とをつなぐ活動をしている『ヒロシマ「 」

継ぐ展実行委員会』（以下「継ぐ展実行委員会」）と共催して「子どもも学べる平和イ

ベント」として開催します。継ぐ展実行委員会は２０１５年から東京在住の３０代が

中心となって若い世代や親子連れに向けた平和学習の場所作りを行っており、広島・

横浜・仙台・世田谷で《「第三世代が考えるヒロシマ「 」継ぐ展」》を開催していま

す。 

生涯学習センターの企画と継ぐ展実行委員会の企画を融合して実施することで、多

様な視点で企画した催しを数多く開催し、より幅広い層にアピールしていきます。 

 

２ 日 時 

２０１９年７月２０日（土）１４時～１６時３０分（プレイベント①） 

     ８月 ３日（土）１４時～１５時   （プレイベント②） 

     ８月 ５日（月）～８月９日（金） 

＊開始及び終了時間は催しにより異なるため、次ページ以降に

詳細を記載 

   

  

３ 会 場 

   町田市生涯学習センター ６・７階 

（町田市原町田６－８－１町田センタービル内） 

                                   

４ 内 容      

プレイベント① 

講演・座談会「平和づくりを現場から発信する」（７階ホール） 

町田市出身の東大作上智大学教授による講演。 

日本人の私たちが世界の平和とどう繋がっているのか、 

平和づくりに参加していけるかについて一緒に考えます。 

 

プレイベント② 

 「サマーコンサート」（７階ホール） 

「みんなでひとつになって歌い平和に生きよう」を 

理念に活動しているサニーサイドゴスペルクラブ町田 

によるコンサートです。 

   

  



期間中、毎日開催（＊は「継ぐ展」企画） 

戦時資料展示 戦時中使っていた道具や写真を展

示。 

8 時 30 分～17 時 6 階 

視聴覚室 

昔遊び 戦時中遊ばれていたけん玉やお手

玉などで遊ぶコーナー。 

8 時 30 分～17 時 6 階 

視聴覚室 

絵手紙、「１枚のハガ

キ」 

市内の子どもたちが描いた平和の

絵手紙、市民の方からの戦時中の体

験の「１枚のハガキ」の展示。 

8 時 30 分～22 時 6 階廊下 

＊「絵で読む広島の原

爆」原画展 

「絵で読む広島の原爆」那須正幹

（文）西村繁男（絵）の原画展示 

10 時～19 時 7 階 

プレイル

ーム 

＊広島の原爆被爆関

連資料等の展示 

被爆石材、広島原爆資料パネル、広

島原爆資料パネル、ヒロシマの記憶

を継ぐ人インタビュー展示、被爆建

物から見るヒロシマ写真展、あなた

ができる平和へのアクション、とう

ろうに込めるメッセージ 

10 時～19 時 7 階 

音楽室・

ホワイエ 

＊自由研究サポート

教室 

「平和」をテーマに夏休みの自由研

究をつくるワークショップ。 

10 時 30 分～ 

12 時 30 分 

14 時～16 時 

7 階 

ホワイエ 

＊広島平和記念公園

の地図を作るスタン

プラリー 

消しゴムはんこで作られた原爆ド

ームや慰霊碑等のスタンプを台紙

に押しての平和記念公園マップ作

り。 

10 時～19 時 6・7階 

＊広島を学びながら

のバッグや巾着袋づ

くり 

折り鶴、キョウチクトウ、とうろう

流しといった広島に関連する消し

ゴムはんこを押して、その意味を学

びながらのバッグ・巾着袋を作る。 

10 時～19 時 7 階 

ホワイエ 

＊平和への願いを絵

手紙に込めよう 

どうして戦争は起こるのか？起こ

させないためには？２つの疑問へ

の考えをこめての絵手紙作り。 

10 時～19 時 7 階 

ホワイエ 

 

期間中のイベント（＊は「継ぐ展」企画） 

こどもクッキング 戦争中に食べられていたすいとん

を作り、食後はお話、ゲームを楽し

む。 

8 月 5 日（月） 

10 時 30 分～14 時 

6 階 

調理実習

室 

プ ロ 棋 士 か ら 学 ぼ

う！夏休み将棋講座 

小中学生対象のプロ棋士から学ぶ

初心者向けの講座、経験者用の対局

コーナー。 

8 月 5 日（月） 

10 時～12 時 

14 時～16 時 

7 階 

ホール 

平和の 灯
ともしび

～ピース

キ ャ ン ド ル を 作 ろ

う！～ 

パラフィンろうを使用し、牛乳パッ

クでピースキャンドルを作る。 

8 月 6 日（火） 

10 時～12 時 

6 階 

調理実習

室 

＊被爆アオギリの木

のお話を聞いてチョ

ークで葉を描こう 

広島平和記念公園に奇跡的に再生

した被爆アオギリの木を題材にし

た絵本「アオギリのねがい」の話を

聞いたあと、チョークで平和の木を

描く。 

8 月 6 日（火） 

10 時 30 分～11 時 

15 時 30 分～16 時 

7 階 

ホワイエ 



語り部 神戸美和子

さんのお話を聞こう 

町田市在住の神戸さんから広島で

の原爆被爆体験の話を伺う。 

8 月 6 日（火） 

14 時～15 時 

7 階 

ホール 

ドキュメンタリー映

画「南の島の大統領－

沈みゆくモルディブ

－」上映会 

地球温暖化の影響で国土水没の危

機に瀕しているモルディブ共和国

の大統領が気候変動を食い止める

ため、世界で奮闘する姿を描いた映

画。 

8 月 7 日（水） 

9 時 30 分～12 時 

14 時～16 時 30 分 

7 階 

ホール 

食から広島を学ぼう 

親子 de クッキング 

戦前から庶民の味として親しまれ、

広島の戦後復興を担ってきたとい

えるお好み焼きを作る。 

8 月 7 日（水） 

10 時 30 分～ 

11 時 30 分 

6 階 

調理実習

室 

昔遊びスペシャルタ

イム 

常設の昔遊びコーナーで、戦争体験

者である世代が遊んでいた遊びを

紹介。 

8 月 7 日（水） 

12 時～14 時 

6 階 

視聴覚室 

親子ＩＴプログラミ

ング 

小学４～６年生とその保護者を対

象に２０２０年から導入されるプ

ログラミング教育に先駆け、その仕

組みを親子で体験する。 

①7月 31 日（水） 

14 時～15 時 30 分 

②8月 7日（水） 

14 時～16 時 30 分 

6 階 

学習室 1・

2 

＊シンポジウム「戦争

体験の継承とは－わ

たしの「」継ぐ－」 

若い世代が戦争体験の継承につい

て考えるシンポジウム。 

8 月 7 日（水） 

16 時 30 分～ 

17 時 30 分 

7 階 

ホワイエ 

戦争や平和を考える

アニメ映画上映 

アニメ「はだしのゲン」を上映。 8 月 8 日（木） 

10 時～11 時 45 分 

14 時～15 時 45 分 

6 階 

学習室 1・

2 

＊被爆体験伝承者楢

原泰一さんとお話を

しよう 

広島市被爆伝承者養成事業１期生

の楢原さんから広島の原爆被害や

伝承者への応募のきっかけなどの

話を伺う。 

①8月 8日（木） 

14 時～15時 

②8 月 9 日（金） 

10 時～11時 

13 時 30 分～ 

14 時 30 分 

7 階 

ホワイエ 

ことばのオリンピッ

ク 

～世界の言葉で話そ

う遊ぼう～ 

ゲームをしたり、音楽に合わせて身

体を動かしながら、親子で国際交流

をする。 

8 月 9日（金） 

10時～11時30分 

 

7 階 

ホール 

語り部 松山正義さ

んとお話を聞き、長崎

の原爆被害の実際に

ついて考えよう 

町田市在住の松山さんから長崎で

の原爆被爆体験の話を伺う。後半は

長崎大学核兵器廃絶研究センター

客員研究員の桐谷多恵子さんから

長崎の被爆と復興についての講演。 

8 月 9日（金） 

14 時 30 分～ 

16 時 30 分 

 

7 階 

ホール 

 

 

５ 周知 

   ・広報まちだ 6 月 15 日/7 月 1 日号（プレイベント）、7月 15 日号 ・ホームページ 

   ・「子どもフェア」 ・ポスター・チラシ（町内会掲示板、市民センター・図書館等公

共施設）  ・マスコミ（ミニコミ誌等） 

 

 

 

 



６ その他（昨年度の様子） 

     期間：2018 年 7月 22・29 日、8月 3日～8月 9日  〔延べ参加者人数〕 1499 人 

親子でクッキングの様子 缶バッジ、昔遊びコーナーの

様子 

「若者と未来の平和を考え

る」講師と大学生の座談会 



 

 

 

 

「ＰＯＰコンテストまちだ 2019」の開催について 

 

  

町田市立図書館では、小学 4年生から 18 歳までの方を対象に、読書に親しみ、図書館に足を

運んでもらうきっかけを作ることを目的に「POP コンテストまちだ 2019 ～本を読んでみたら、意外と

いいことがあった～」を開催します。 

本コンテストは、人におすすめしたい本の魅力を考え、POP（※）に書いて紹介することで、小中

高校生に本や図書館への親しみを深めてもらう企画です。 

また、本を読むきっかけづくりの一つとして、市内在住の絵本作家・イラストレーターの中垣 

ゆたか氏がチラシのデザインを担当しています。 

応募作品のうち、特に優秀な作品は表彰し、図書館特設コーナーに展示します。 

※ POP(point of purchase)：本の紹介カード 

 

■ 募集期間 

７月 12 日（金）～9 月 29 日（日）                      

 

■ 対象 

小学校 4年生から 18 歳までの方 

 

■ 応募方法 

① 人におすすめしたい本の POP を作成する。 

② 市立図書館全館（文学館を含む）のカウンターで、応募用

紙に記入の上、作成した POP を提出する。 

 

■ 選考方法                       中垣ゆたか氏デザインのチラシ 

図書館職員による第１次審査の後、図書館長等による第２次審査を行い、グランプリ及び、優

秀賞を決定する（15 作品程度）。 

 

■ 表彰式 

グランプリ、優秀賞の受賞者には、10 月 19 日(土)の表彰式で、賞状と副賞(図書カード)を贈

呈。 

 

   ＜中垣 ゆたか氏プロフィール＞ 

市内在住の絵本作家・イラストレーター。絵本に『ぎょうれつ』（偕成社）、『なんじゃこりゃ！ま

つり』（ひさかたチャイルド）などがあり、ブログにて４コマ漫画「町田家、あさって、しあさって。」を

毎日更新中。 

 

報告事項－４ 

（図書館） 







大日本タイポ組合展 

「文ッ字－いつもの文字もちょッと違ッて見えるかも－」 
の実施報告について 

 

１ 開催期間：2019 年 4 月 20 日（土）～6 月 30 日（日） 
 
２ 観覧者数：12,790 人／62 日間（2018 年度春：3,270 人／49 日間） 
  ※総観覧者数：2018 年比 391.1%、1 日平均観覧者数：2018 年比 309.3% 
        
３ 開催報告 

本展は中高生から 20 歳代の若い世代を対象とした展覧会です。 

「ことばらんど」の名称にちなみ、「『文字』と『文学』の間をデザイ

ンする」をテーマに、大日本タイポ組合のお二人に依頼し展覧会が実現

しました。 

  お客様の年代、好み、観覧傾向を考慮しながら、面白く、楽しく、ポ

ップな色使いの作品を選定し、新作を含む約 100 点を展示しました。ま

た、SNS 世代に対応し会場内の写真撮影を可としたほか、体験したり、

触って遊ぶことができる作品を用意して、展示会場に足を運ぶことでは

じめて得られる魅力や経験を重視しました。 

  初日から 10 代・20 代を中心に多くのお客様が訪れ、開館以来 2 番目

の観覧者数を記録しました。 

  
４ 関連イベント 
 (１) オープニングイベント「Match DA 文ッ字」 49 人 
 (２) 文ッ字フリマ 1,015 人 

 (３) オリ字ナルブックカバーをつくろう！  20 人 
(４) 正木香子講演会「文字のチカラ～『文学×書体』味くらべ～」 49 人 

 (５) 大原大次郎×大日本タイポ組合「大大&大文ッ字タイポ話合」 72 人 
 (６) 円城塔×大日本タイポ組合「文ッ字渦～文字の想像と創造～」 81 人 
 (７) 活字を組み合わせて、名前入りポストカードをつくろう！ 10 人 
 (８) 展示解説(ギャラリートーク) 121 人(全 5 回) 
 (９) 解き文ッ字 1,326 人 
 (10) オリ字ナル文ッ字コンテスト 応募：48 作品 
 

（１）成功の要因  
   ① ターゲットの明確化 

     高校・専門学校・大学で美術(デザイン)を学ぶ学生、または美術
やデザインが好きな 10 代・20 代にターゲットを絞り、展示作品、
関連イベント、広報手段などを検討しました。 

   ② アーティストの協力 
     企画段階から、大日本タイポ組合の二人に、開催趣旨やターゲッ

トを説明し、展示、関連イベントの内容について一緒に検討して
貰いました。また、大日本タイポ組合の知名度やネットワークを
利用して、関連イベントの参加者募集や展覧会告知をして頂いた
ほか、会期中も何回も文学館に足を運んで頂きました。 

    

報告事項－５ 

（図書館） 

 



③ 文ッ字フリマの開催 

     これまでの傾向から、講演会やワークショップを企画しても若年
層の参加は少ないことが想定されました。そのため、大日本タイ
ポ組合と協議を重ね、文字への興味・関心を高め、若年層が楽し
みながら交流できる場となり、結果として文学館通りの“賑わい
創出”に繋がることを目指し、タイポグラフィアーティストを集
めたフリーマーケットを開催しました。 

     ● 参加アーティスト：46 組 来場者：1,015 人  
   ④ 団体観覧者の獲得 
     大日本タイポ組合展はスタートから比較的早い段階で、女子美術

大学のデザイン専攻の先生から団体観覧のお問い合わせを頂きま
した。そこで、町田市内および近郊の美術系大学、専門学校、美
術専攻のある大学の先生(非常勤講師を含む)を全てリストアップ

し団体見学のご案内を個別送付しました。 
     ● 団体観覧：14 団体 (361 人)   

(学童保育・中学校・専門学校・大学・FM 群馬・アート愛好団体・ 

老人福祉施設) 

 ⑤ SNS 等を活用した広報とインフルエンサーの獲得 
     これまでの経験から若年層をターゲットにした際、公共施設での

出張展示、チラシの配布、広報まちだへの情報掲載などは、殆ど
意味を成さないことは分かっていました。そこで、これまでの広
報に加えて、公式 twitter、公式 HP による情報発信、TSUTAYA 町
田木曽店での出張展示、インフルエンサーの獲得に注力しました。 

     ● 4～6 月の公式 twitter：フォロワー増加数 144、いいね数 1,343、  

リツイート数 805、twitter での情報拡散事象  

  ※ イ ン フ ル エ ン サ ー： SNS 上 で 数 千 人 以 上 の フ ォ ロ ワ ー を 持 ち 、そ の 言 動 が フ ォ ロ ワ ー に 大 き な 影 響 を 与 え る 人  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（２）アンケートから見た観覧者傾向 

年代は 20 代が最も多く（25.8％）、10 代は（13.2％）でした。本展の
ターゲットとして設定した 10 代・20 代が全体の 39.0%を占めており、
企画側の狙い通りの観覧者傾向となりました。また、展覧会の満足度も
大変満足が 76.4%と大変高いものでした。 

  
（３）課題 

   「今回の成功の要因をどのように分析・採用す 
ると、次の企画展や、広報活動、集客に活かすこ 
とができるのか」という方法論がまだ確立できて 
いないことが最も大きな課題です。 
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